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計画の
ポイント

令和７（2025）年・令和22（2040）年
を見据えたサービス基盤、人的基盤の
整備

介護サービス基盤の計画的な整備

地域共生社会の実現に向けた取組（重
層的支援体制事業を踏まえたもの）

医療・介護の連携強化

介護予防・健康づくり施策の充実・推
進（地域支援事業等の効果的な実施）

地域包括ケアシステムの深化・推進に
向けた取組

地域包括ケアシステムを支える介護人
材確保及び業務効率化の取組強化（介
護職員、専門職の確保やロボット・Ｉ
ＣＴの活用、元気高齢者の参入など）

有料老人ホームとサービス付き高齢者
住宅に係る都道府県と市町村間の情報
連携の強化

認知症施策推進大綱の中間評価を踏ま
えた認知症施策の推進

認知症施策推進大綱等を踏まえた認知
症施策の推進

総合事業の充実化の推進

地域包括ケアシステムを支える介護人
材確保及び介護現場の生産性向上

災害や感染症対策に係る体制整備

国の基本指針の比較について

第８期計画 第９期計画

方針

第８期は、第７期での目標や具体的な施策
を踏まえ、2025年を目指した地域包括ケア
システムの整備、さらに現役世代が急減す
る2040年の双方を念頭に、高齢者人口や介
護サービスのニーズを中長期的に見据えた
ものとする。

第９期計画期間以降、生産年齢人口が減
少する中、地域ごとに高齢化の進みが大
きく異なり、これまで以上に中長期的な
地域の人口動向や介護ニーズの見込み等
を踏まえた介護サービス基盤を整備し、
地域の実情に応じた地域包括ケアシステ
ムの深化・推進や介護人材の確保、介護
現場の生産性の向上を見据えたものとす
る。

資料 ２



第９期計画の章立てについて（第８期計画との比較）

※　変更箇所を太文字と下線で表示しています。

第６章　計画の推進に向けて

１　介護保険事業及び高齢者福祉事業の推進と進行
　　管理
２　事業評価の実施
３　広報・啓発

第６章　計画の推進に向けて

１　介護保険事業及び高齢者福祉事業の推進と進行
　　管理
２　事業評価の実施
３　広報・啓発

第５章　介護保険事業のサービスの見込量と保険料

１　介護保険サービス見込量算出の流れ
２　人口及び支援が必要な人の将来推計
３　介護保険サービスの見込量
４　地域支援事業の見込量
５　介護保険給付及び地域支援事業の費用額の見込み
６　介護保険料段階の設定と低所得者対策

第４章　計画の具体的な取組

１　高齢者の健康づくり・社会参加を通じた介護予
防の推進
２　地域における包括的な支援体制の推進
３　介護保険の円滑な運営

第４章　計画の具体的な取組

１　高齢者の健康づくり・社会参加を通じた介護予
防の推進
２　地域における包括的な支援体制の推進
３　一人ひとりの意思を尊重した生活の実現
４　介護サービスの充実と介護保険制度の円滑な運営

第５章　介護保険事業のサービスの見込量と保険料

１　介護保険サービス見込量算出の流れ
２　人口及び支援が必要な人の将来推計
３　介護保険サービスの見込量
４　地域支援事業の見込量
５　介護保険給付及び地域支援事業の費用額の見込み
６　介護保険料段階の設定と低所得者対策

第２章　高齢者を取巻く状況と課題

１　高齢者の人口、世帯の状況
２　介護保険サービスの利用状況
３　高齢者の生活状況や活動状況
４　要介護者を介護する介護者の状況
５　サービス提供体制等の状況
６　後期高齢者医療や介護認定申請状況

第３章　第８期の基本的な考え方

　計画の基本理念

高齢者が、住み慣れた地域でともに支えあいながら、自
立して、自分らしく安心して暮らしていける社会の実現

第２章　高齢者を取巻く状況と課題

１　高齢者の人口、世帯の状況
２　介護保険サービスの利用状況
３　高齢者の生活状況や活動状況
４　要介護者を介護する介護者の状況
５　サービス提供体制等の状況
６　後期高齢者医療や介護認定者の疾病状況

第３章　第９期の基本的な考え方

　計画の基本理念

高齢者が、住み慣れた地域でともに支えあいながら、
自立して、自分らしく安心して暮らしていける社会の
実現

１　計画策定の背景と趣旨
２　計画の位置づけ
３　計画の期間
４　計画の策定体制
５　介護保険制度改正の主な内容

第８期計画

第１章　計画の策定に当たって

第９期計画

第１章　計画の策定に当たって

１　計画策定の背景と趣旨
２　計画の位置づけ
３　計画の期間
４　計画の策定体制
５　介護保険制度改正の主な内容


